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◎道東太平洋スルメイカ南下期調査結果

北辰丸（釧路水産試験場調査船）により行われたスルメイカ調査結果をお知らせします。

　調査期間：2 0 0 0 年8 月2 1 日～2 5 日
　調査海域：道東太平洋 [北緯 4 1 度55 分～4 2 度35 分、東経 1 4 4 度～1 4 5 度 ]

　①調査海域の表面水温は 17.1℃
～19.2℃、50ｍ深の水温は 2.5℃～
8.8℃でした（図１）。東経 145度
の表面水温は、前年より 2～3℃程
低くなっていました。

②４調査点で釣獲試験をおこな

いました。スルメイカの CPUE＊

は、St.1 の 32.6 が最も高く、次い
で St.7が 16.9、St.3が 2.3、St.5が
0.3 でした（図１）。アカイカの
CPUEは St.5 の 43.9 が最も高く、
次いで St.1 が 11.6、St.7 が 6.5、
St.3 が 5.9 でした。平均 CPUE は
スルメイカ 12.8、アカイカ 17.7 と
共に、前年（スルメイカ 0.7、アカイカ 0.0）を大きく上回りました（表
１）。

その他のイカ類として、ツメイカ 1,857 尾が混獲されました。その内
８割は St.7で漁獲されました。

＊ C P U E：自動イカ釣り機１台・１時間で漁獲されたイカの尾数。この数字が大きいほど
イカが多く分布している（北辰丸の調査では、自動イカ釣り機６台で６時間操業）。
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図１　漁獲結果（CPUE）および表面水温
水温資料：（社）漁業情報サービスセンター

●沿岸にスルメイカ、沖合にアカイカ高密度で分布。

●スルメイカの外套長は、21～23cmが主体。
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③漁獲したスルメイカの外套長＊範

囲は、19～25cm（モード＊21cm）
で、ほぼ前年と同じ組成をしていま

した（図２）。アカイカの外套長範

囲は 19～31cm（モード 24cm）で
した（図２）。アカイカの大きさは

ほぼ 1997～1998年並みでした（表１）。

＊ 外套長：イカの胴体部の長さ。

＊ モード：最も多く漁獲されたイカの外套長

図２　外套長組成図

　　表１　道東太平洋スルメイカ北上期調査結果（1995～2000年）

☆ 今回の調査結果などを基に、９月２５日に平成１２年度第２回太平洋

イカ長期漁況予報が発表されます。

○次回の北辰丸調査は８月２８日～９月８日にかけて、イワシ・サバ調

査を太平洋において行います

（文責：釧路水産試験場資源管理部

直通電話 0154-23-6222）

外套長

スルメイカ アカイカ
漁獲尾数 CPUE 外套長範囲＊(cm) 漁獲尾数 CPUE 外套長範囲＊(cm)

1995年 8/28～9/1 591 3.1 20-29(23) 475 2.5 24-35(29)
1996年 8/26～ 30 617 3.0 17-27(22) 2 0.0 －
1997年 8/25～ 29 3,036 17.4 17-25(21) 123 0.7 20-29(23,25)
1998年 8/21～ 26 0 － － 1,625 7.9 19-34(23)
1999年 8/23～ 27 121 0.7 17-29(21) 1 0.0 32
2000年 8/21～ 25 1,722 12.8 19-25(21) 2,385 17.7 19-31(24)
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